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・女性部一日視察研修
・Ｂブロック研修会
・ドローン現地研修会

他

今月の表紙



素敵な大雪の花フラワーアレンジメントを作成…

Ｂブロック研修会に参加
8/1

ＪＡ女性部

ワイワイとみんなで楽しく過ごせた一日…

一日視察研修を開催
7/24

ＪＡ女性部愛別支部

　

当
麻
町
に
て
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性

部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
当
女
性
部
よ
り
31
名
（
愛
別
16

名
、
上
川
15
名
）
の
部
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
当
麻
女
性
部
が

当
番
で
、
花
工
房　

比
呂
の
中
島
大

智
さ
ん
を
講
師
に
招
き
『
大
雪
の
花

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
』
の
講

習
が
行
わ
れ
、
普
段
あ
ま
り
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
珍
し
い
品
種
の
菊
な

ど
で
、
と
て
も
素
敵
な
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
Ｊ
Ａ
当
麻
の
野
菜
の

出
荷
場
、米
の
精
米
施
設
を
見
学
し
、

機
械
で
管
理
さ
れ
た
精
密
な
選
別
や

作
業
に
感
心
致
し
ま
し
た
。

　

当
麻
町
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
「
食
育
・
木
育
・
花
育
」

を
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
の
一
日
視

察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
札
幌
市
に
あ
る
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
園
北
海
道
工
場
を
見
学
し
、

ビ
ー
ル
の
製
造
工
程
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
ビ
ー
ル
の
試
飲
で
は
、
さ
わ

や
か
な
香
り
と
す
っ
き
り
し
た
喉
ご

し
で
、
出
来
た
ば
か
り
の
ビ
ー
ル
の

美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
北
広
島
市
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
く

る
る
の
杜
を
見
学
、
道
内
の
各
産
地

か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
る
野
菜
な
ど
を

購
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
ほ
ろ
酔
い
で
ワ
イ
ワ
イ

と
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

豊洲市場や国会議事堂等を視察…

役員管外視察研修に参加
7/2〜5

ＪＡ女性部

　

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
協
議
会
に
よ

る
役
員
管
外
視
察
研
修
が
３
泊
４
日

で
行
わ
れ
、
両
支
部
2
名
を
含
む
19

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
豊
洲
市
場
や
国
会
議

事
堂
等
の
視
察
や
、「
Ｊ
Ａ
は
が
野
」

女
性
部
と
の
意
見
交
流
会
が
行
わ

れ
、
見
聞
を
広
め
た
り
他
の
地
域
の

役
員
の
方
と
も
さ
ら
に
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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新米もお客様に喜ばれる事を楽しみに…

イエスクリーン米の販売スタート
7/24〜

コープさっぽろ

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
旭
川
地
区
で
愛

別
町
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
米
な
な
つ

ぼ
し
・
ゆ
め
ぴ
り
か
の
販
売
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
愛
別
町
産
米

は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
・
ア
ー
ク
ス
・

イ
オ
ン
等
主
用
な
ス
ー
パ
ー
で
の
販

売
展
開
と
な
り
、
お
客
様
に
身
近
に

感
じ
て
頂
け
る
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

出
来
秋
の
新
米
も
、
お
客
様
に
喜

ば
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

新品種の試食やドローン飛行デモ…

農業試験場公開デーに参加
8/8

上川農試

　

上
川
農
業
試
験
場
で
第
24
回
上
川

農
試
公
開
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
水
稲

新
品
種
「
え
み
ま
る
」
の
試
食
や
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
デ
モ
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
も
各

Ｊ
Ａ
と
旭
川
農
業
高
校
が
中
心
と
な

り
、
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
各
種
き
の
こ
及

び
も
ち
米
・
米
な
す
、
大
雪
高
原
牛

を
使
っ
た
カ
レ
ー
な
ど
を
販
売
、
多

く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

自作ドローンのメリットなどを紹介…

ドローン現地研修会を開催 8/5

　

愛
別
町
字
愛
別
の
星
肇
さ
ん
に
講

師
・
実
演
を
お
願
い
し
て
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
防
除
作
業
等
の
現
地
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
星
さ
ん
が

自
作
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
参
考
に
、
ド

ロ
ー
ン
自
作
の
メ
リ
ッ
ト
や
費
用
、

必
要
な
キ
ッ
ト
、
代
表
的
な
パ
ー
ツ

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
無
人
ヘ
リ
と
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
農
薬
散
布
の
作
業
性
の
違
い

や
費
用
対
効
果
な
ど
を
説
明
い
た
だ

い
た
後
、
実
際
に
防
除
作
業
の
実
演

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
端
技
術
の
現
状
を
知
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

2019.93
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JA グループ通信 

 7 月 31 日にＪＡ北海道中央会と各連合会の役員にて、吉川農林水産大臣を含む農林水産省幹部職員及び道内選出

与党国会議員等に対して、令和 2 年度国費予算概算要求に向けた要請運動を実施いたしました。「持続可能な北海道

農業の確立に向けた政策提案」に基づき、農業予算の万全な確保に加え、国際貿易協定・交渉対策や労働力確保対策

に向けた支援強化、各作物の需給安定対策の構築等を要請しました。また「食料・農業・農村基本計画」と「酪農及

び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」、「経営所得安定対策の交付単価」 

の見直しに向けては、家族経営基盤の維持・強化の視点や生産現場の実態を 

踏まえた議論を進めるよう要望しました。 

引き続き、ＪＡグループ北海道の政策提案の実現と日米貿易協定交渉につ 

いては、「農業経営や生産基盤に影響がでないよう適切な国境措置の確保」、 

「北海道農業を犠牲としない毅然とした対応」を政府・与党に求め、今後も 

北海道の農家・組合員が安心して営農できるよう取り組んで参ります。 

ＪＡ北海道中央会 

 

 地元プロ野球チーム・ファイターズのスポンサーイベ

ントデーとして、7月 19日、ＪＡバンク北海道スペシャ

ルナイターを札幌ドームで開催しました。本イベント

は、昨年に引続き 2回目になります。今回は、新たにＪ

Ａ特産品の物販コーナーを設けた他、参加ＪＡの女性職

員から対戦チーム両監督 

への花束贈呈を行いまし 

た。また、中央会などと 

も連携して、サポーター 

づくりに向けたＰＲを実 

施しました。 

 

ＪＡ北海道信連 

 ホクレンと北海道日本ハムファイターズが連携して、

同球団の発信力を生かして北海道農業の魅力を伝える

「北海道農業応援プロジェクト」の取り組みが 6 月 28

日より開始しました。その一環として、7月 13日に同球

団マスコットの「ポリー」と「Ｂ☆Ｂ」が、ホクレン食

と農のふれあいファーム 

「くるるの杜」にて、窯焼 

きピザを調理する体験イベ 

ントを開催し、消費者との 

交流を深めながら北海道産 

農産物のＰＲをしました。 

 

ホクレン 

7月 18日に札幌・共済ホールにて「全道ＬＡ・スマサ

ポ大会」が開催され、平成 30 年度普及活動で優秀な成

績を収められたＬＡ33 名と、スマイルサポーター11 名

が登壇し表彰されました。 

ＪＡ共済では、これからも「３Ｑ訪問活動」と「あん

しんチェック(保障点検 

活動)」の実践を通じて、 

組合員・地域利用者の 

信頼と期待に応え、「安 

心」と「満足」の提供 

に努めてまいります。 

ＪＡ共済連北海道 

組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守る

ため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目的

として、広報誌「すまいる」を発行しております。 
このたび紙面をリニューアルし、より読みやすくさ

らに健康に役立つ医療・健康情報を発信しております。 
ホームページにも 

バックナンバーを掲載 
しておりますので、 
是非ご一読ください。 

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介

します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご

覧ください。 

ＪＡ北海道厚生連 
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すろーライフ 2章

　「牡蠣工場」のタイトルの映画を見た。私達が普通に楽しむ映画とは
異質のものだった。
　ナレーションもなく音楽もなく淡々と２時間半に纏められた「牡蠣工
場」のドキュメンタリーであった。舞台は岡山県の小さい海沿いの牛窓
という町である。想田監督の製作手法は観察映画と呼ばれる。映画への
評価は観客の自由な捉え方に委ねられている。
　漁船に設置されたクレーンが魚場で成長した養殖の牡蠣群の網を静
かに吊り上げる。一旦トラックで受けて海辺の牡蠣工場へと運ばれる。映画の冒頭部分ではクレーンの
音と波音が効果音の働きをする。クレーンを何度か上下させ吊り上げた網から牡蠣をむしり取る。
　海から上がった牡蠣は、牡蠣工場へと大きな受け皿からコンベアーで流れて行く。左右に分かれて牡
蠣剥きのパートの女性達が並ぶ。
　その真ん中に板壁を立て、板壁の間に牡蠣を落し込んでいるのである。女性達の前には牡蠣を取り出
す穴があり、取り出しては器具を入れて口を開け剥き身を手早くボールに入れる。牡蠣工場での同じ循
環が繰返されるのである。ナレーションもテロップもない分、執拗に画面を追った。懸命に牡蠣剥き作
業をする女性達の中に中国の実習生がいる。
　一時期隆盛を誇った牡蠣工場もその数を大きく減らして来た。映画は人々の日常会話を拾い上げてい
るので理解出来る。今回取上げられた工場主も東日本大震災で被災し、東北石巻の牡蠣養殖からの移住
組だった。彼が譲り受けた牡蠣工場にも間もなく中国の実習生が訪れる。壁に鋲打ちされた予定表がそ
れを教えてくれる。工場の横に彼等用のプレハブが用意されて行く。近在の高齢の女性と中国からの実
習生が牡蠣工場の命運を担っているのか。あの牡蠣を剥く手は余りに熟練されている。中国からの使者
は本国の生活を思い直ぐに習得すると言う。例外的には失踪者もあり３日で帰国した例もあると言う。
　映画を見ていて次第に、取分け牡蠣産業だけの問題を提起したのではないと言うことに気付かされる。
東日本大震災の惨事にも殊更寄り添うことをしない。映画のしおりに「光岡慎二氏」の寄稿文があった。
（発展途上国では若者達は「貧しさから抜け出す為に学校で学べ」と言うメッセージを社会から無意識に
受け取り続けて来た。第１次第２次産業が無ければ生命の維持は出来ないのにその価値は不当に評価さ
れ、社会全体にそうした価値が充填されている。私達はまたその構造上に生きて来た。それは日本だけ
ではなく同じ構造があり、それ等は「文明全体の抱える病」ではないか。そこからは誰も逃れることが
出来ず、だからこそ第１次第２次産業で労働力が不足するのだと気付いた。）とある。
　何歳までか牡蠣は苦手だった。全くの食べず嫌いだったが。ある日小さなレストランに誘われ、「牡蠣
フライ」を口にした。頭の中の妄想の牡蠣の匂いや臭みは飛んでしまった。今ではフライの中で一番手
を出す一品となっている。人が口に運ぶものの世界に窮屈な問題は多い。野菜も上手い！果物の滴るよ
うな果汁にも唸る。魚介類にも喉が鳴る。山菜にも眼がない。何をどう変化すれば良いのか、時代の流
れや回転が大きく変化して行く。
　頭の中では今も映画の象徴であった牡蠣を吊り上げるクレーンの音と波音が残る。

「第１次第２次産業が無ければ生命は維持できない・・・牡蠣工場」

　タテのカギ↓
　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
キ モ ダ メ シ

先月号の
答え
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（令和元年7月19日現在）

総組合員数	 2,358名

　正組合員数	 534名

　　うち団体数	 35団体

　准組合員数	 1,824	名

　　うち団体数	 62団体

1
日	
Ｊ
Ａ
女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
当
麻
）

5
日	
企
画
会
議

7
日	

上
川
地
区
農
協
米
対
策
委
員
会
（
旭
川
）

8
日	

米
集
荷
推
進
会
議
（
旭
川
）

8
日	

第
24
回
上
川
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

14
日	

第
26
回
あ
い
べ
つ
夏
祭
り

19
日	

も
ち
米
団
地
農
協
連
絡
協
議
会
（
札
幌
）

20
日	

企
画
会
議

	

第
2
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

	

ゆ
め
ぴ
り
か
生
産
販
売
連
絡
協
議
会
（
旭
川
）

23
日	

上
川
町
新
規
就
農
認
定
協
議
会

24
日	

第
50
回
上
川
地
区
組
合
員
大
感
謝
祭

	

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
体
験
ツ
ア
ー

	

第
42
回
上
川
町
ふ
る
里
ま
つ
り
（
～
25
日
）

26
日	

酒
米
情
報
交
換
会
（
旭
川
）

	

Ｊ
Ａ
青
年
部
役
員
会

27
日	

内
部
監
査
（
本
所
購
買
課
）

	

購
買
研
究
会
道
外
視
察
（
～
29
日
）

	

Ｊ
Ａ
畜
産
振
興
会
親
睦
会

	

小
城
会
計
事
務
所
税
務
研
修
会

28
日	

第
7
回
定
例
理
事
会
・
作
況
調
査

	

内
部
監
査
（
支
所
購
買
課
）

	

不
稔
調
査
（
愛
別
地
区
）

	

農
感
塾

30
日　

第
11
回
愛
別
地
区
組
合
員
大
感
謝
祭	

全
道
酒
米
生
産
技
術
研
修
会
（
江
別
） ８

月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

組合員のうごき

購読のお勧め 

読んで役に立つ！おもしろい！紙面を紹介します。 

●購読のお申し込みについて 
１ヶ月 2,520円（税込み） 

※お近くの新聞販売店からお届けします。 

お申込み先：地域振興係（本所：℡6-5315・支所℡2-1113） 

2019.99

農機センター
休日営業のお知らせ

８：３０～１２：００
日直で対応します。
電話／６－５００４

９月16 · 23日（祝日）
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今月の
　　オススメ


